上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　号外　　　１９９９年３月
堀　内　英　樹
を支持する会
提言と公約（原稿）をお届けします。ご家庭内、皆さんでご覧ください。

福祉・安心の町づくりを！

議会を刷新、市民の手に！
 eq \o\ac(\s\up 41(ほり　　うち　　ひで　　き),堀　内　英　樹)
（市民派・無所属）

 eq \o\ac(\s\up 15(かね),金)のかけない選挙実行

☆私たちは、町議会選挙に挑戦します！

  — 福祉・安心の町づくりと市制の実現をめざして ー

４年前に、“金のかけない選挙実行”と“議会を市民の手に”をスローガンに、サラリーマン・市民派として初めて町議会選挙に立候補いたしました。皆さんの暖かいご支援のおかげで、初めて議会に送っていただきました。

そして２年前には町長の死去にともなう町長選挙に、議員辞職して立候補いたしました。財政難に陥った“上牧町の改革”と市制移行で“希望のもてる町に”との政策を訴えました。悪質な選挙妨害とひぼう中傷のなか、皆さんから多くのご支援をいただきました。昨日のように思い出されて、いまなお胸が熱くなるのです。

この間、バブルの精算が出来ないまま、日本はかってない大不況に見舞われました。少子高齢社会は待ったなしにやってきました。上牧町でもその対応が迫られるなか、議会・活動報告「市民のこえ」（通算１３号）を町内全戸にお届けしてきました。そして議会改革、介護保険、情報公開、合併・市制への移行、大新金属野焼き撤去、固定資産税の不当な課税是正など、数々の提言と実行にあたってきました。

平成７年の「市民のこえ」創刊号に次のように書いています。①私の行動や判断のよりどころは、議会の内外を問わず、すべてあたり前の市民感覚でありたい。②一般市民の声や意見が、ありのまま議会や町政に反映されるようにしたい。③‘町民’とせずにあえて‘市民’としたのは、一日も早い市制の実現を図りたい、との熱い思いが込められている。

この思いは、今もまったく変っていませんし、「市民派」と名乗る理由でもあります。また「無所属」であるのは政党よりも住民の利益を重視したいからです。

サラリーマン時代からライフワークとして街づくりに取り組んできました。少子高齢社会を迎え、“福祉・安心の町づくり”と合併による“市制の実現”に、皆さんとともに取り組みたいと考えます。初心に返り、ふたたび町議会選挙に挑戦することを決意いたしました。

皆さん方の厳しいご指導と熱いご支援をよろしくお願い申し上げます。

☆上牧町議会を刷新、市民の手に！
　　　─ 議会の改革をめざして ─

議会の役割が、いよいよ大きくなります。平成１２年度から導入される介護保険制度は、上牧町の事業です。住民が負担する保険料から受ける介護サービスまで条例で決められます。それを審議するのが上牧町議会です。皆さんの老後は、この4月２５日に選ばれる議員の手に委ねられているのです。地方分権も同時に進みます。

議員は、町民から選ばれた町民の代表です。町の予算、事業、条例などを決め、行財政の運営、事務処理、事業の実施などを監視するのが本来の仕事です。

上牧町議会の現状は、どうでしょうか。この4年間、議員は住民が納める税金から多額の報酬（年額５００万円以上）を受け取りながら、自分たちのケンカの土俵に公器である議会を悪用してきました。

昨年も総務委員会を開かせない、議長の居座りをめぐるごたごた（議長の給与カットや交際費差し止め）など異例ずくめでした。私たちは、議会正常化を求める緊急提言をいたしましたところ、居座り議長がやっと辞任しました。

これに替わって、一部議員と政党議員が談合し、議長・副議長ポストを分け合っている有り様です。疑問だらけの用地購入もうやむやにし、いまや町の御用機関にすら成り下がった上牧町議会は、その存在意義さえ問われているのです。議会の改革無くして上牧町の明日はありません。

　住民にとって本当の代表（味方）は誰かをしっかり見定め、この際、上牧町議会を刷新しませんか。４月の統一地方選挙は、議会を市民の手に取り戻す絶好のチャンスです。

♦ 議員定数の削減、議員報酬の凍結、委員会日当の廃止、議会経費や交際費な　　　　

　 どの情報公開、議員政治倫理条例の制定を提案します。

♦ 定例議会では必ず一般質問を行い、議会・活動報告「市民のこえ」を３ヶ月

　 ごとに町内全戸にお届けします。町政報告会をおりおりに開催します。

♦ 議会で知った情報は、有権者の皆さんにすべて公開します。議員の出欠状況、

　 投票行動などもお知らせします。

♦「いつでも何でもホットライン」を設けます。事務所・自宅をいつでも皆さ

　 んに開放し、皆さんのご意見伺いやご相談など、何でも出前をいたします。
　   住所：上牧町桜ヶ丘１−１８−１（桜ヶ丘1丁目西公園の南東角）

　   電話：３２−００２２、ファックス：３３−２２５８

     電子メール： eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)
♦ 政治倫理条例に先がけて、議員報酬など毎年の収支と資産状況（評価額と時

　 価を併記）を毎年3月に公表します。

☆住民生活の安心と安全を第一に！
　　　─ 住みたい上牧町をめざして ─

◆ 介護保険を積極的に活用し、老後の安心に！

 制度には多くの問題点がありますが、介護を“家族まかせ”から“社会全体

 で支える”仕組みに変えたのは、大きな前進です。

 「介護保険事業計画」に住民の意見を反映させ、皆さんとともによりよい介護制

   度を作り上げて行きます。そのため、介護保険事業計画策定委員会の審議・議

   事録の公開と公聴会・説明会の開催を求めます。

   保険料、介護認定、介護サービスなど問題山積です。決して先送りすることな

   く、実施する中で改善して行くことが大切です。

   シルバー人材センターも居宅介護の担い手になることを提案します。

   住民（被保険者）ができることには、自ら取り組むことも必要です。住民どうし

   の助け合い、ふれあいボランティアを呼びかけ、実践します。

◆ 年金と医療の改善を求め、生活設計を確実に！

 今年は5年に一度の年金改定の年です。来年度は介護保険の導入と医療保険の

 変更も行われます。

 保険料の負担増よりも、国予算配分の抜本的な見直しが先決です。社会保障の公

 的支援の充実を求めます。

 情報公開をフルに活用し、住民の皆さんに必要な情報を提供します。

 皆さんの声を反映させた意見書や請願書を進んで提出します。

◆ 未来を託せる教育、手厚い子育て支援を！

 子供たちは地域の宝であり、それぞれの個性を伸ばせる教育が大切です。

 学校５日制への円滑な移行と３０人学級の実現を目指します。

 手厚い子育て支援と共同参画による女性の自立は一体です。

 日曜・夜間保育の実現、学童保育のいっそうの拡充などに取り組みます。

 地域ぐるみや隣近所の助け合いによる子育て支援と暖かい見守りを提案します。

◆ 広域によるごみ焼却場の早期建設、リサイクルの徹底を！

 ごみ問題は、日常生活だけでなく、環境・資源と深くかかわります。

 周辺のごみ焼却場は、上牧町が２８年、河合町（桜ケ丘隣接）が２３年経過、と 

 っくに耐用年数が過ぎ、ダイオキシンをまき散らしています。

   今日まで放置したのは、両町当局と議会の怠慢です。

 安全なごみ焼却場の広域による建設に率先して取り組み、早期建設を実現します。

“分ければ資源、混ぜればごみ”、平成１２年度から紙・プラスチックのリサイク

 ルが始まります。

 皆さんとともに徹底したリサイクル取り組み、ごみゼロ社会を目指します。

◆ 人にやさしい街、防災の街づくりを！

 広くて大きな道路はもう要りません。高齢者や障害ある人が歩きやすい道路や設

 備が欲しいのです。

 歩道の段差をなくし、道路の手入れや安全設備を大切にします。

 生活基盤である下水道の整備をさらに拡大します。

 遅れている王寺駅のエスカレーター設置を広域で推進し、周辺の交通渋滞の解消

 を国などに強力に働きかけて行きます。

“災害は忘れたころにやってくる”、上牧町にも活断層があることが知られていま

 す。住宅・公共施設の耐震診断をすすめ、急ぐ補強を促進します。

 日頃からの防災意識の普及につとめ、住民による自主防災組織の結成を呼びかけ 

 ます。

☆上牧町の公金の使い方、見直しませんか！

　　 ─ 財政を再建し、合併・市制実現のために ─

町役場とはいったい何だろうか、皆さんはどのようにお考えでしょうか。

　私たちは、“公営のサービス業”だと考えます。住民は税金を納め、費用を負担します。それに対し町役場は、住民が必要とするサービスを提供します。住民・戸籍登録、印鑑証明、税務、国民健康保険、ごみ収集・処理、上下水道、道路・公民館など公共施設の維持・管理・運営、町立の保育所・幼稚園・小中学校、社会教育、高齢者の介護・生きがい、子育て支援、障害者福祉、母子福祉、生活保護、保健衛生などの住民へのサービスです。

住民にとって住みよい町かどうかは、“納める税金・負担”と“受けられるサービスの質・量”の収支バランスによって決まります。つまり、住民は負担した分の行政サービスを期待するものです。

主人公はあくまで住民（顧客・株主）であり、町長をはじめ町職員は住民への奉仕者（業者・会社）です。議員はいうまでもなく住民の代理人（顧客・株主の代表）です。

こうして見た上牧町は、どうでしょうか。残念ながらとうてい住みよい町とは言えません。補助金の見直しや経費の削減もとうぜん必要ですが、それだけではこの財政難を解消できません。また上牧町の将来像を描くためにも、上牧町の公金の使い方を根本から見直すことを提言します。ではどうすればよいのでしょうか。

·  町の事業とサービスを評価し直します。どの程度必要かどうかの基準は、住

   民（顧客）の満足度です。住民が満足できない仕事は不要となります。

·  役場の仕事を総点検します。役場の仕事は“民間企業ではできない仕事”に

 限るのが大切です。「官と民」または「民と民」で住民ニーズに沿って競わ

 せ、節減した経費を福祉・安心の財源に充てるのです。

·  仕事のコストが分かるようにします。これまでの町会計は、現金の出し入れ

 しか記録されない「家計簿」と同じです。「企業会計」を導入することによって　　

 町の経営と財政が一目で分かります。人件費はタダではないことも明示されます。

·  外部監査制度の導入を提案します。監査委員２名による内部監査には限界が

 あります。外部監査は、公認会計士や弁護士など第三者の専門家に依頼する

 ものです。地方自治法が改正され、昨年10月から条例さえ制定すれば上牧

 町でも導入できるようになりました。

·  住民に役立つ情報公開制度を作ります。議員提案して、情報公開条例の一日

 も早い制定を図ります。事業の再評価もコストも財源もすべて住民に公開し

 て、“公金の使い方を見直す”ためです。情報公開は、税金の課税と納税、

 介護保険の負担と利用、入札や請負契約の透明化などにもどうしても必要な

 制度です。

·  合併による市制の実現をめざします。財政再建と行政改革を図りながら住民

 ニーズに応えるためには、広域行政をおいてほかにありません。先にお伝え

 した「市町村合併特例法」改正案が、地方分権一括法案として今国会に提出

 されます。介護保険にともなう介護認定は、王寺広域圏７町ですすめられて

 います。合併・市制への流れは確実に前進しているのです。

☆ eq \o\ac(\s\up 27(かね),金)のかけない選挙実行！

 ─有権者の手で政治浄化を ─

選挙には金がかかるものとされ、それが国・地方ともに政治腐敗の原因になっています。中島元代議士（群馬・自民党）による政党助成金流用や防衛庁汚職の根元は、やはり悪質な選挙買収事件でした。これらは氷山の一角であり、地方でも公共工事をめぐって、談合と賄賂、ウラ献金などが一向に跡を断ちません。隣の広陵町でも昨年・今年と公共工事をめぐる事件が続発しています。

２年まえの上牧町長選挙で、ばかでかい選挙事務所があちこちに出現し、業者など大勢の運動員が走り回ったことは、皆さんの記憶に新しいところです。上牧町の金をふんだんに使った汚い選挙は、議会の泥仕合とともに全国的に有名です。

私たちは、こうした上牧町の選挙のあり方に待ったをかけます。前回（町長選挙）、前々回（平成７年の議会選挙）に引き続いて、「金のかけない選挙」を有権者の監視のもとに実行します。

·  特別な選挙事務所は、設営しません。

·  有権者に酒食のもてなしや金品の提供は、決していたしません。

·  連呼行為は行わず、街頭演説と個人演説会で提言と公約を訴えます。

·  候補者（予定者）による公開討論会を呼びかけます。

·  選挙費用の出所から使い道に至るまで、監視モニターの立ち会いで、皆さんにす

   べて公開します。

「虹と緑の５００人リスト」に参加

“地方からの政治改革”をテーマに、全国各地で活躍する市民派の議員と候補者、市民が集まって、「虹と緑の５００人リスト」というネットワークがつくられました。昨年１０月１７日に東京で全国結成大会が開かれ、堀内英樹が武田千加代議員とともに参加しました。

政策目標として、環境に配慮した脱成長社会や地方議会の改革などを掲げています。奈良県からは堀内英樹ら１０名の議員・候補者がリストに名を連ね、それぞれが自立した政治活動を、市民派として活発に展開しています。

　　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少々読みづらいですがご理解ください。

☆ eq \o\ac(\s\up 27(ほり うち ひで  き),堀 内 英 樹) のあれこれ

·  １９３７年（昭和１２年）１２月２９日、香芝市生まれ、６１歳

·  畝傍高校卒業、立命館大学経済学部卒業

·  西大和開発株式会社に勤務（27年間在職）、西大和ニュータウンの開発と販売に

  　 従事、ライフワークとして街づくりに取り組む。

·  上牧町民生児童委員を務める。（8年間在任、老人福祉部会長も務める）

·  上牧町社会福祉協議会理事を務める。（3年間在任）

·  桜ヶ丘1丁目自治会長を務める。（2年間在任）

·  小地域ネットワーク「さくらんぼクラブ」の結成を呼びかけ、地域ボランティア

  　 活動に取り組む。

·  「自主防災西やまと会議」の設立に参画し、幹事を務める。（在任中）

·  「奈良情報公開をすすめる会」の設立に参画し、幹事を務める。（在任中）

·  ｢介護の社会化を進める１万人市民委員会｣（代表者：堀田力、樋口恵子）の会員。

·  「奈良・介護保険ネットワーク」の設立に参画し、幹事を勤める。（在任中）

　◆ 「上牧町介護保険をあんじょうする会」の設立を呼びかけ、設立準備中。

·  上牧町ミニシルバー人材センターの会員。

·  桜ヶ丘シルバークラブの会員（最も若い会員かも知れません）。

·  ホームヘルパー3級養成を終了（実習でヘルパーさんの苦労がちょっぴり分かり

  　 ました）。

·  特技　早寝早起き（農家の育ち、早朝割引でインターネットもやります）。

·  家族　妻と長男夫婦（高松市に転勤中）。

·  身長：１６５センチメートル、体重：６６キログラム（減量中）。

·  事務所・自宅

　　 住所：上牧町桜ヶ丘１−１８−１（桜ヶ丘1丁目西公園の南東角）

　 電話：３２−００２２、ファックス：３３−２２５８

　 電子メール： eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)（ホームページは準備中）

  私たち「堀内英樹を支持する会」と「金のかけない選挙実行委員会」は、

  堀 内 英 樹 を中心に、上牧町議会議員選挙に挑戦します。

  この「提言と公約」に対する皆さんのご意見をお願いします。

  どんなことでも結構ですので、上記までお寄せください。

  また、「提言と公約」を保存していただき、今後の活動を厳しく見守ってください。
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